






ユリ属 Archelirion 節植物の遺伝的多様性 
と園芸品種化に関する研究 
 
Study of genetic diversity of genus Lilium 







第 1章 序論 
ユリは国内花卉産出額において単品目としてはキクの次に多く，世界的にも重要な花卉園芸植物で
ある．ユリ属 (Lilium L.)は 7 つの節に分類されている．その中で Archelirion 節は，ヤマユリ (L. 
auratum)，ヒメサユリ (L. rubellum)，ササユリ (L. japonicum)，ウケユリ (L. alexandrae )，タモトユリ












ユリ属の DNAマーカーによる多様性解析では．過去に RAPD法などのランダムプライマーや ISSR
プライマーを用いた解析が行われてきたが，近年，マイクロサテライト(Simple Sequence Repeat; SSR)
法がユリ属にも用いられるようになり，核 DNA の複数のマイクロサテライト遺伝子座を増幅可能な









第 2 章では，Archelirion 節の基本種で東日本に広く分布しているヤマユリに対して，形態調査と核
SSR マーカーを用いて遺伝的多様性を解析した．ヤマユリは本州のみに自生する種であり，自生地を




知県，新潟県，秋田県，岩手県内各 1集団の計 21集団 199個体で形態を調査し，選抜した 10形質を
用いて多変量解析を行った．また，同様の集団から 316 個体で DNA 抽出を行い，核 SSR マーカー7
ペアを用いた PCR増幅を行い，遺伝的多様性を評価するためにヘテロ接合度の観察値(HO)とヘテロ接
合度の期待値(HE)，Allelic Richness，近交係数(Fis)を算出した．また遺伝距離をもとにした主座標分析
とクラスター解析，アサインメントテストをもとにした判別分析，ならびに Structure 解析を行った． 
形態形質の多変量解析では，SPSSを用いて主成分分析とクラスター解析を行った．主成分分析の
結果，各集団間を明確に区別する形質は第 1主成分では外花被長，外花被幅，内花被長，内花被幅，











指標となる Allelic Richness は，秋田集団が最小値 1.849，三浦（神奈川）集団が最大値 4.007となっ
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では青ヶ島でそれぞれ 15個,1.9 個と最小になり，伊豆大島で 42個，1.9個と最大になった．サクユリ










て解析を行った．ヒメサユリは福島県の 3集団，新潟県の 3集団から形態調査で計 81個体，核 SSR
解析で計 95個体，葉緑体 SSR解析では 89個体を用いた．ササユリは大阪府の集団から形態 10個体，







核 SSR解析の結果，HOは西会津で 0.219と最小で，南会津で 0.453と最大であった．HEは新発田



















speciosum var．gloriosoides）とされる．カノコユリの国内自生地である九州の甑島 3 集団と佐世保 1
集団と，台湾 1集団の計 4集団を用いて形態調査と核 SSR解析を行った．形態調査では甑島 3集団と
佐世保 1集団，核 SSR解析では台湾集団を加えた 41個体を用いた． 
形態調査の結果，花の色に関する主成分得点の項目が佐世保集団では小さく，花色が薄い傾向にあ
ったが，甑島の集団とそれ以外の形質では差がなかった． 
核 SSRマーカーを用いた解析の結果，HO は 0.23から 0.56，Fis 値は-0.125から 0.588であり，ヘテ
ロ接合度の観察値（HO）と期待値（HE）は上甑島では，0.42，0.70 と佐世保では 0.56，0.51と高かっ
た．遺伝的分化を表す Fst 値は，甑島の集団間で低く，甑島の集団間では 0.05 から 0.09 となり遺伝
的な差がほとんどないと推定された，一方甑島と佐世保の集団間では 0.34 から 0.41 と高度な分化が







モトユリ 10個体，ウケユリ 6個体を 7つのマーカーを用いて核 SSR 解析を行った．その結果，タモ
トユリは 10個体のうち 9個体では遺伝子型に差が見られず，7ヶ所の遺伝子座のうち 6ヶ所はホモ接

































葉緑体 SSR 解析では，ヤマユリでは 1 種類のハプロタイプ A のみ得られ，イズユリとササユリで





第 8章では Archelirion 節植物から育種された園芸品種群「オリエンタルハイブリッド」および園芸
品種軍「OT ハイブリッド」の解析を行った．「オリエンタルハイブリッド」52 品種，「OT ハイブリ
ット」17品種の合計 69品種を用い核 SSR解析を行った． 
その結果，クラスター1 と 2 への分配確率が高いグループ A，クラスター3 への分配確率が高いグ
ループ B，クラスター4への分配確率が高いグループ Cの 3つグループに大きくグループを分けるこ
とが出来たが，「オリエンタルハイブリッド」と「OT ハイブリッド」は明確には区別出来なかった．
グループ C は 1 品種を除いて「オリエンタルハイブリッド」だった為「OTハイブリッド」の作出に
は殆ど使用されていない可能性が示唆された． 







第 9章では総合的に Archelirion 節各種の遺伝的多様性を比較した，その結果，各種の遺伝的多様性







種間の関係性について解析するためにヤマユリ 192 個体，ヤマユリ変種であるサクユリ 92 個体，サ
サユリ 53 個体，ヒメサユリ 47 個体，タモトユリ 9 個体，ウケユリ 6 個体，カノコユリ 34 個体に核





ユリとウケユリは核 SSRと葉緑体 SSR の両方でカノコユリと近縁であること，ヤマユリ，サクユリ，
ササユリ，ヒメサユリは核 SSR と葉緑体 SSR では系統樹に不一致が見られた．これはササユリとヤ
マユリにはイズユリのような自然交雑集団があり，節内でこれらの種が近縁であることに起因すると
考えられる．以上の結果より，Archelirion 節はカノコユリ，ウケユリ，タモトユリからなる南西部に
自生するグループとヤマユリとその変種サクユリ，ササユリ，ヒメサユリからなる本州に自生する 2
つのグループに大きく分けることができた．また，Archelirion 節植物をもとに成立した「オリエンタ
ルハイブリッド」などの園芸品種は核 SSR解析の結果より本州のグループと近縁であることが分かっ
た． 
本研究の成果は日本の固有種で構成されるArchelirion節植物の自生地保全のガイドラインを構築す
る上で重要な基礎的情報を提供すると共に，ユリの育種において形態形質や遺伝的多様性において未
利用の遺伝資源の存在を提示することができると考えられる． 
